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2013年度会員名簿更新状況

１．2013年度会員名簿更新件数

２．年次別会員名簿登録数　

年次 入学年 総数 状態「通常」 備考1 備考2
1 1984 536 346 各ハウス２クラス AB
2 1985 819 555 各ハウス３クラスに EFG
3 1986 1,099 752 各ハウス４クラスに IJKL
4 1987 1,128 783 ABCD
5 1988 1,148 783 EFGH
6 1989 1,139 753 IJKL
7 1990 1,127 729 ABCD
8 1991 1,090 729 EFGH
9 1992 1,092 739 IJKL
10 1993 1,099 745 ABCD
11 1994 1,058 716 EFGH
12 1995 945 676 1クラスあたりの生徒数減少 IJKL
13 1996 955 689 ABCD
14 1997 961 702 EFGH
15 1998 933 707 IJKL
16 1999 945 717 ABCD
17 2000 955 752 学籍番号が00～に EFGH
18 2001 953 782 IJKL
19 2002 964 815 ABCD
20 2003 773 684 1ハウスが伊奈学園中学校に EFGH
21 2004 809 715 IJKL
22 2005 773 702 学籍番号が2005～に ABCD
23 2006 787 748 EFGH
24 2007 796 754 IJKL
25 2008 795 751 提供データに性別の記載 ABCD
26 2009 799 787 EFGH
27 2010 797 797 IJKL

総合計 25,275 19,408

0
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ほぼInajin返送分

卒業生797名及びInajin返送分追加

会員名簿維持管理委員会委員長

10期・浜野　絢也

2014年3月 0
合計 1,550

2013年11月 0
2013年12月 901
2014年1月
2014年2月 15

備考

608

2013年7月 0
2013年8月
2013年9月 13
2013年10月

現在の名簿データで住所が「通常」となっている総数

2014.5/26現在

登録変更者数
2013年4月 0
2013年5月 2
2013年6月 9
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更新日 更新内容

2013/06/19  いなじんたまりBar開催報告

2013/07/02 平成25年度第1回理事会開催のお知らせ（同窓会ブログ）

2013/08/08 第5回　先輩と夢を語ろう　講師及び参加者募集のお知らせ

2013/09/01 同窓会　2013年度定期総会開催のお知らせ

2013/09/01 平成25年度　第1回理事会　及び　第1回常任理事会開催　のご報告

2013/09/07
平成25年度　第1回理事会　及び　第1回常任理事会開催　が開催されました
（同窓会ブログ）

2013/10/13 2013年定期総会開催報告

2013/10/13
伊奈学OGシンガーソングライター早川真理子さんを招いてのLIVEパーティー
（同窓会ブログ）

2013/10/14 執行部組織図　更新

2013/10/22 同窓会規定　更新

2013/12/17 24期生同窓会　開催予定！

2014/01/08 同窓会会報誌　Inajin vol.35掲載

2014/02/21 いなじんたまりBar 2014 3.9開催予告

2014/03/03 平成25年度第2回四役会開催のご報告

2014/03/03 平成25年度　第2回理事会開催のご案内　

伊奈学園同窓会ウェブサイト更新実績　2013/04～2014/03

　別紙2 
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第５回先輩と夢を語ろう	 開催報告	 

担当：	 石川	 

	 

１・概要	 

平成２５年１１月１２日（火）PM３：３０～５：００伊奈学園総合高等学校において「第５回先輩と夢を

語ろう」を開催しました。本年度も昨年に引き続き火曜日の７時間目を利用しての開催となりました。	 

内容も昨年同様に参加希望者を全学年より募り、講師１名に対し数名の生徒という座談会形式にて語り合

っていただきました。また、本年もＰＴＡおよび後援会より支援を頂戴し、講師には交通費として後援会

から一人当たり５０００円いただきました。	 

	 

２・開催準備	 

４月～：開催時期、開催方法について学校側担当者の尾花先生と打ち合わせ。	 

７月	 ：日時確定、全学年対象で希望制、授業方式ではなく少人数での座談会方式を採用することで決定。	 

８～９月：講師の選定。エントリーシートを提出してもらうと共に、実際に仕事を行っている時の写真な

どを提供してもらう。	 

１０月：学校側で生徒の募集開始。モールに参加講師のプロフィールを、写真などを混ぜて掲示。	 

１１月：講師及び参加者希望をもとに生徒の割り振りを行う。人数の多いところは授業方式、人数の少な

いところは座談会方式とし、飛び入り参加も可能とする。	 

	 

３・当日	 

各講座にわかれて開催しました。大会議室では少人数の講師の講座をまとめて開催し、当日飛び入り参加

の生徒を迎えることができました。同窓会からは、石川・濱野・佐藤が受付他スタッフとして参加しまし

た。尚、終了後に県民活動センター内コバトンカフェにて懇親会を行いました。	 

	 

４・まとめ	 

今年も平日の午後開催ということになってしまいましたが、そんな中でも多数の講師の方に参加していた

だき、無事開催することができました。純粋に希望を募っての開催だっただけに、生徒さんの感想もしっ

かり話を聞けたという意見が多かったようです。今年は生徒側参加者が昨年より若干減少してしまい、８

０名程度の参加でした。	 

掲示に足を止めて真剣に見てくれる生徒が多かったようで、それだけでもこの企画の成果があったのでは

と思います。また、当日飛び入り参加できるようにしたので、モールの掲示板の前で生徒に声かけをして

みたところ、何人か「迷っていたけれど聞いてみたいです。」という生徒がいて参加の後押しできたのは良

かったと思います。	 

しかしながら、参加を希望する生徒がいない講師の方が数名出てしまい、残念な思いをいたしました。	 

来年度以降、講師の募集方法や生徒の割り振り方法を考えていきたいと思います。	 

別紙３ 
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いなじん交流会開催報告	 

	 

いなじん交流推進委員会委員長	 

６期・畠山	 篤士	 

第４回いなじん交流会	 

	 通称「いなじんたまり bar	 2013-seazon1」	 

	 

○1 開催概要	 

	 ２０１３年８月４日（土）１６：３０〜１９：３０	 

	 場所：オモプラッタ	 ロケットビル店 

	 会費：男性5000円・女性4000円・小学生1000円・未就学児無料	 

	 

上記日時で開催しました。ドレスコードを浴衣にする案があったので、浴衣や甚平限定で開催いたし

ました。また、ソーシャルメディア、ソーシャルマーケティング業界で活躍されている９期の白鳥氏を

演者とし、WEB を活用した実践的なビジネス戦術を講演して頂きました。	 

企画そのものは興味深い内容であったが、人数は 16 人で更に参加者が集まれる企画をしていく必要

性を感じました。	 

	 

②当日	 

開始１時間前から準備開始。前回に引き続き、卒業生によるアトラクション企画を実施しました。目

的は、本学同窓生が、多分野で活躍している現状を紹介することにあります。今回は、『あなたの好き

なお客様だけ集める魔法の Facebook 実践活用術』で９期の白鳥氏に講演して頂きました。	 

	 

③会計報告	 

	 参加人数	 16 名	 経費より 8,000 円充当しました（内訳は下記参照）。	 

	 《会計内訳》	 

	 収入	 72,000 円（参加費男性 11 人:55,000 円、女性 4 人:16,000 円、小学生１人:1,000 円）	 

	 支出	 80,000 円（白鳥氏の参加費は無料、1 人キャンセルも出たため、8 千円増となっております。）	 

	 予算内の範囲での処理を致しました。	 

	 

④開催後感想	 

交流会を盛り上げる企画や趣向をさらに工夫すれば、参加者を増やすことが出来る可能性を感じまし

た。また、いつもの同じメンバーにならないように、募集方法の工夫も必要かと思われます。	 

	 

別紙４	 
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第５回いなじん交流会	 

通称「いなじんたまり bar」	 

	 

○1 開催概要	 

２０１４年３月９日（日）１６：００〜１８：３０	 

場所：牛タン司 

 

上記日時で開催しました。幅広い年齢層の同窓生が、自然に語り合える雰囲気づくりを心がけ、初め

ての参加でも楽しめる進行をいたしました。	 

	 

○2 開催まで	 

１月から実行委員の打ち合わせを開始し、準備段取り、スケジューリング、当日役割等詳細を決めま

した。２月より案内を始めましたが、人数集めには知り合いつながりで集めるやり方で実施いたしまし

た。	 

	 

○3 当日	 

開始１時間半前から受付準備を始め、滞りなく進行が出来ました。初参加の方も楽しめる雰囲気を作

れたかと思います。	 

有志の２次会におきましては、近場での開催ですが、殆どの方々が参加し、大いに盛り上がりました。	 

	 

○4 会計報告	 

参加人数 16 名	 初参加の会員５名は 1,000 円引きとし、開催店舗からのご好意で 5,000 円の割引を

してもらいました。キャンセル代３名分を同窓会費より充当しました（内訳は下記参照）。	 

	 《会計内訳》	 

収入	 70,000 円（男性 8 人×5,000 円、女性 3 人×4,000 円、男性初参加 3 人×4,000 円、女性初参

加 2 人×3,000 円）	 

支出	 80,500 円	 

収入－支出＝10,500 円	 予算内の支出となっております。	 

	 

○5 開催後感想	 

まだこの交流会の存在が知られていないので、知り合いからの連絡以外にも、工夫しながら、告知案

内をしていく必要性を感じました。	 

年齢の枠を超えて、非常に有意義な会となりましたので、さらに発展的な環境を作っていきたいと思

います。	 
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伊奈学同窓会ウェブページの　新サーバ　及び　新ドメインの移行について（案）

移行理由
1 安価で高い機能・容量を保持したサーバの台頭

近年、写真画像などが高解像度になるにつれ、一つあたりのファイルの容量がより大きくなっており、ま

た、WordpressやMovabletype等のウェブコンテンツを構成するテキスト等の管理ツールからウェブサイト

を構築するケースが増えており、ホスティングサービス（レンタルサーバ）会社もその時代に合った機能・容

量を提供するようになりました。

また、サーバ部品の高性能化・低価格化も進み、安価で高性能・高容量を持ったサーバの提供が増え

ています。

2 サーバパネルの操作性

現行のサーバの管理画面からの操作は、機能が限定

的で、また、どこに何があるか一目で理解しづらい箇所

があります。

ウェブページやデータベースを管理する項目が無い

ため、新任のウェブページ管理者にとっては、操作に馴

れるのに時間がかかります。

しかし、昨今のサーバ管理画面は、項目が細

分化され、さらに視覚的に何がどこにあるのか判る

ように設定されているため、多少の知識で多くの

操作が可能になります。

今後、担当者の入れ替わりが頻繁に行われると

思われる伊奈学同窓会としては、引継時に大きな

負担をかけないためにも、なるべく操作性を安易

にした方が良いかと思います。

別紙 8
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新サーバ候補の特徴
現在、ウェブページ維持・管理委員会では、新サーバの第 1候補として、XServer(エックスサーバー　　　

http://www.xserver.ne.jp/　)を推しています。その特徴を、Xserverのウェブサイトから抜粋します。

1 　高いコストパフォーマンス (税抜 1,000円/月～)

大容量 200GB（200,000MB）、アクセス解析やWEBメールサービスなどの高機能サービスを月額

1,000円～(税抜)でご利用いただくことが出来ます。

また抜群の安定性とストレスを感じさせない快適な速度も特長の一つです。

2 　快適ハイスペック環境

高いパフォーマンスを誇る最新の 6コア CPU、大容量 24GBメモリを搭載したHP/DELL 製のサー

バーを採用、自社にて直接保有・運用管理を行っています。さらに、1台のサーバーに収容される

ユーザ数を一定数に制限することで、CPU負荷を低く保ち、安定したサイト運営を可能にしていま

す。

3 　国内管理、大容量バックボーン（高速 232Gbps）

サーバーマシンは、電源/空調/防火システム完備の国内大手データセンターに収容し、合計約

232Gbpsの高速バックボーンという快適な環境を提供しております。また、利用率 50%を目安に、随

時帯域を増大。常に十分なネットワーク帯域を確保し、安心・快適なご利用が可能です。

4 　高速化への取り組み

PHP/CGIによる CPU負荷を軽減し、プログラムの高速実行が可能となる「FastCGI」に対応するなど、

高速化機能の充実化を随時行っています。

今後もより一層の高速化を目指し、新しい技術を取り入れて行きます。

5 　マルチドメイン・メールアドレス無制限

すべてのサーバープランで、お客様がお持ちの独自ドメイン、またそのドメインに対するサブドメイン

をサーバーアカウント内にいくつでも追加設定可能です。

また、メールアドレス、FTPアカウントについても無制限で追加することが出来ます。

6 　簡単操作のサーバーパネル

独自ドメイン、サブドメインの追加やメールアドレスの発行、MySQLの設定、FTPアカウントの追加

等が全てサーバーパネルより簡単に行えます。

複数ドメインの管理も行いやすい環境を整えております。

7 　サーバー稼働率 99.99％以上の高い安定性

サーバーマシンは全て、防火・地震対策システム、停電対策、24時間管理体制を完備した国内大

手データセンターで管理しており、サーバーダウンを未然に防ぐのはもちろん、問題が生じた場合

にも即時対応が可能です。

99.99%以上の高いサーバー稼働率で、ビジネスにも利用できる安定した環境を整えています。

8 　自動バックアップ（サーバー領域過去 7 日分・MySQLデータベース過去 14 日分）

同一サーバー内のハードディスクにデータをコピー（ミラーリング）しておくことで、故障などによる

データの消失に備えています。また、サーバー上のデータを毎日自動でバックアップサーバーにコ

ピーし、サーバー領域のWeb・メールデータ「過去 7 日分」、MySQLデータベース「過去 14 日分」

のデータを保持しておく「自動バックアップ」機能に、全プランとも標準対応しています。（詳細）

9 　24時間 365 日サポート対応

初心者の方でも安心の 24時間 365 日メールサポート受付！メールでのお問い合わせには、必ず

48時間以内に対応いたします。

また、電話サポート（土日祝除く）も行っており、万全のサポート体制を整えています。
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10 セキュリティサービス充実

高性能なウィルスチェックや、スパムフィルターを搭載し、快適なメール利用が可能!

無料の共有 SSLの他、セキュリティアップさせた独自 SSL オプションサービスもご用意しております。

また、XServerサイトで、マニュアルが充実しており、各自配布された同窓会役員のメールの、PC設定な

ども各自容易にでき、負担が減ります。

メール及びメーリングリスト機能

XServer　X10 プラン　メーリングリスト最大作成数　20 件

サーバの選考の際、注意が必要な物の一つに、メール問題が挙げられます。

送ったはずのメールが届かない、迷惑メールに入っていたなどの話が多々ありますが、原因としては、

共用サーバのメールサーバの信頼性です。

共用サーバは一つのサーバを様々な企業・団体が共有しており、メールも例外ではありません。出所が

不特定なうえ、共有している他の団体が迷惑メールを乱発していることがあれば、そのサーバから送られた

メールは信頼性が無くなり、迷惑メール扱いになったり、メールが相手側のサーバのスパムチェックに引っ

かかり、届かなくなります。

対策としては、そのメールの出所を明らかにすること（こちら側で設定）　と、共有している団体等が頻繁

に迷惑メールを送っていないか監視する（サーバ側の管理）ことです。

XServerはその管理を行っており、信頼性が高いと思います。また、こちら側の管理も比較的容易に思

います。

送受信制限

全プラン共通で下記の数値となっております。但し、下記数値は目安ですので、多少の　

オーバーにつきましては許容範囲となっております。

1,500 通/時間

15,000 通/日

また、迷惑メールなどの配信を行われた際には、上記範囲であっても制限させていただ

きます。

メール受信数の制限は特に設けておりません。

ただし、短時間で大量のメールの受信によりサーバに影響する場合などは制限する場

合があります。

20

20



　レンタルサーバ及び　ドメイン　価格

1 　サーバ料金

　

2 ドメイン管理料金

 

     

21

21



 22 

第６回先輩と夢を語ろう	 開催計画	 

担当：	 石川	 

	 

１・概要	 

平成２６年１１月中旬伊奈学園総合高等学校において「第６回先輩と夢を語ろう」を開催予定。本年度の

開催日時は１１月２０日（木）午後３時から５時を予定。	 

内容は全体会と座談会の２部制に決定。	 

６月６日に担当高橋先生と今年度の開催方式について打ち合わせ済み。	 

	 

２・開催方式（予定）	 

１：全学年希望制	 

２：平日夕方を利用	 

３：講師数を絞る（１５種程度）	 

４：全体会（各講師に５分程度だがどの様な職業かなど自己紹介をしてもらう）１部	 

５：聞きたい講師のところにわかれて座談会。（生徒は複数講師の移動可能にする）２部	 

６：終了後さらにその業種について聞きたい生徒がいる場合は、学校、同窓会協力して講師と生徒の連絡

を取れるようにする。	 

７：昨年より時間を延長する。（昨年５０分→今年９０分）	 

	 

３・開催方式変更の目的	 

昨年までは座談会方式とはいえ各教室に分かれ授業方式が中心で比較的進路が決まっている（目指し

たいものが決まっている）生徒には受けやすかったが、まだ進路の決まっていない生徒には参加しづ

らいという感じがあった。	 

そこで学校（高橋先生）の要望とてはまだ自分がどういう道に進みたいかわからない生徒たちに将来

を考えるきっかけを作りたい。	 

１：「先輩と夢を語ろう」自体に参加してもらうという形にし、当日参加した先輩の紹介を聞いて興

味のある先輩の話をさらに聞くという形にしたい。それも１業種ではなく時間の許すかぎり複数の方

と話せるような仕組みになるとよい。	 

２：業種的に高校生になじみのない職業の講師に参加者が少なく昨年の場合希望者がゼロになってし

まった講座もあったためそういった講師が出にくいような仕組みにしたい。	 

３：全体として参加講師が後輩たちの良き相談者になるというような方向性にしたい。	 

	 

	 

	 

別紙９ 
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交通費支給規定の新設について	 

 
●支給理由  

①経済的負担の軽減	 

同窓会活動に従事する正会員には、所得がない人（注）も含まれます。同窓会活動のために経済的な

負担を強いることは好ましくないこと、また、所得があっても生活の拠点が埼玉にない人の負担の軽

減に配慮する必要があります。	 

（注）主婦や学生など。また、将来的には所得が年金だけとなる会員も出てきます。	 

②必要経費に該当	 

同窓会の業務のために発生した交通費は、会場費や資料のコピー代と同様に同窓会活動に伴って発

生する必要経費に該当します。経費は個人負担ではなく同窓会費から支出することが適切です。	 

 
●支給対象者  

正会員	 

 
●支給対象業務  

役員（会長、副会長、専門委員長、理事、監事、会計）が同窓会の会議に業務として出席（注）

する際の交通費および、同窓会の運営に必要な会合や作業で、四役会が認めたもの	 

（注）業務として出席する会議とは、役職ごとに以下のものをいいます。	 

①	 会長、副会長、専門委員長、および会計	 ：	 総会、四役会および理事会	 

②	 理事	 ：	 理事会	 

③	 監事	 ：	 監査報告を行う際の総会	 

 
●支給金額  

公共交通機関（注 1）を利用した場合で、原則として自宅から目的地までの合理的かつ安価な経路

の実費（注 2）を、1 日あたり 3,000 円を限度に支給します。	 

（注 1）鉄道、バス等をいいます。マイカーのガソリン代は含みません。	 

（注 2）普通運賃のみを対象とし、特急料金は含みません。また、定期券区間は支給しません。外出先から直行する場

合など、自宅以外から目的地までの費用よりも安価な場合には、実際にかかった交通費を対象とします。	 

	 	 	 なお、理事が理事会に出席するための交通費は、会議当日の現金支給にかかる会計担当者の作業負担を軽減す

るため、500 円単位に切り上げた額で支給します。	 

 
●支給方法  

①四役については、他の経費の精算と合わせて銀行振込とします。	 

②理事および監事については、出席する会議の開催案内で定める期日（注 1）までに目的地までの経

路および金額を申請してもらい、開催当日に現金で支給します。	 

（注 1）1 週間前程度を想定しています。原則として、当日や後日の申し出による精算は行いません。	 

（注 2）いずれの場合も、年度をまたがっての精算は行いません。 
 
●その他  

①重複する支給要件を排除する観点から、この規定の成立に伴い、細則第 8 条（会議費用）で定

める飲食店を会場として利用する場合の費用（出席者 1 名あたり 1,500 円）を廃止します。	 

②将来的に、専門委員会の業務を遂行するために発生した交通費についても支給対象とすること

を検討します。	 

別紙 11	 
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【参考】理事会の交通費精算手続き（例）  

①出席理事は理事会の開催案内で指定された期日までに、年次活動推進委員長に会場までの経路と料金

を連絡する。	 

②年次活動推進委員長は出席者の経路と料金を一覧表（表１）にまとめ、会計担当者に連絡する。 
③会計担当者は経路と料金に誤りがないかチェックし、出席者ごとの精算額を現金で用意する。	 

④出席者は支給された金額を確認し、受領確認書の署名欄に署名する（表２）。	 

表 1	 2015 年度	 第１回理事会	 交通費申請書	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

表 2	 2015 年度	 第１回理事会	 交通費受領確認書	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

役職 年次 名前 摘要 金額

理事 １期 伊奈	 忠次 大宮⇔武蔵浦和（JR@170×2） 340

理事 ２期 伊奈	 忠政 さいたま新都心⇔武蔵浦和（JR@165×2） 330

理事 ３期 伊奈	 忠治 戸田公園⇔武蔵浦和（JR@150×2） 300

理事 ４期 伊奈	 忠克
羽貫⇔大宮（埼玉新都市交通@350×2)、大宮⇔武蔵浦和
（JR@170×2） 1,040

理事 ５期 伊奈	 忠常 上尾⇔武蔵浦和（JR@324×2） 648

理事 ６期 伊奈	 忠篤 与野本町⇔武蔵浦和（JR@160×2） 320

理事 ７期 伊奈	 忠順 南浦和⇔武蔵浦和（JR@133×2） 266

理事 ８期 伊奈	 忠連
和光市⇔朝霞台（東武線@144×2）、北朝霞⇔武蔵浦和
（JR@165×2） 618

理事 ９期 伊奈	 忠辰
小伝馬町⇔上野（東京メトロ@170×2）、上野⇔武蔵浦
和（JR@390×2） 1,120

理事 10期 伊奈	 忠宥 吹上⇔武蔵浦和（JR@583×2） 1,166

理事 11期 伊奈	 忠敬
今羽⇔大宮（埼玉新都市交通@250×2)、大宮⇔武蔵浦和
（JR@170×2） 840

理事 12期 伊奈	 忠尊 目白⇔武蔵浦和（JR@302×2） 604

申請額合計 7,592

役職 年次 名前 金額 署名

理事 １期 伊奈	 忠次 500

理事 ２期 伊奈	 忠政 500

理事 ３期 伊奈	 忠治 500

理事 ４期 伊奈	 忠克 1,500

理事 ５期 伊奈	 忠常 1,000

理事 ６期 伊奈	 忠篤 500

理事 ７期 伊奈	 忠順 500

理事 ８期 伊奈	 忠連 1,000

理事 ９期 伊奈	 忠辰 1,500

理事 10期 伊奈	 忠宥 1,500

理事 11期 伊奈	 忠敬 1,000

理事 12期 伊奈	 忠尊 1,000

支給合計額 11,000
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埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会細則（案）	 

	 

（会報）	 

第 1 条	 埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会（以下「本会」という。）会則第 4 条第 1 号に定める会報

の取扱いは、次のとおりとする。	 

(1)発行回数は年間 1 回以上とする。	 

(2)会員 1 名につき、会報 1 部を送付する。	 

	 

（名簿の登録情報）	 

第 2 条	 本会会則第 4 条第 2 号に定める名簿の登録情報は、次のとおりとする。	 

(1)登録する情報の扱いは、本会の個人情報保護規定による。なお、登録情報は本会の活動以外には

用いない。	 

(2)登録する情報は、会員の氏名（卒業時の氏名を含む）、ホームルーム、メールアドレス、住所、電

話番号、勤務先（進学先）、その他同窓会活動に関する情報とする。	 

(3)登録情報の変更は、正会員本人の申し出による。	 

	 

（名簿の利用目的）	 

第 3 条	 本会会則第 4 条第 2 号に定める名簿の利用目的は、次のとおりとする。	 

(1)会報の発送	 

(2)クラス会、もしくは部活動等における会合の案内	 

(3)理事会等、本会が主催する会議および会合の案内	 

(4)その他本会の目的において必要とされる場合	 

	 

（支援費用の支出）	 

第 4 条	 本会会則第 4 条第 5 号に定める支援費用は、次のとおりとする。	 

(1)本校生徒の行う課外活動を支援するため、他に支援が得られる場合を除き、必要に応じて本会会

計より交通費、宿泊費、広告費、備品購入費等を支出することができる。	 

(2)1 団体につき 1 名あたり 5,000 円または 1 回あたり 50,000 円のうちいずれか低い額を目安とし、

原則として 1 団体につき年間 10 万円を限度とする。	 

(3)四役会の決定により、支出を決める。	 

	 

（理事の選出）	 

第 5 条	 本会会則第 8 条第 3 号に定める理事の選出は、原則として次のとおりとする。	 

(1)卒業時の各ホームルームから代表者を若干名選出する（以下「ホームルーム代表者」という。）。

なお、ホームルーム代表者は本会に届出ることにより交代することができる。	 

(2)前号のホームルーム代表者の互選により、卒業年次ごとに理事を若干名選出し、理事会の承認を

得る。	 

(3)第 2 号にかかわらず、理事に立候補する者は理事会に報告して承認を得ることで選出される。	 

	 

（専門委員会）	 

第 6 条	 本会会則第 10 条に定める専門委員会は、次のとおりとする。	 

(1)会報誌編集委員会	 
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(2)会員名簿維持管理委員会	 

(3)ウェブサイト維持管理委員会	 

(4)その他、総会の承認を得た事業を行う委員会	 

	 

（会費）	 

第 7 条	 本会会則第 23 条第 1 項に定める正会員の会費は、入会金 5,000 円とする。	 

	 

（会議費用）	 

第 8 条	 本会会則第 23 条第 2 項に定める運営費のうち、会議費として、次の各号について、必要に応じ

て本会会計より会場費、資料代等を支出する。	 

(1)本会会則第 12 条に定める会議	 

(2)正副会長の会議および会合	 

(3)本会会則第 10 条に定める専門委員会の会議および会合	 

(4)その他、同窓会の運営に必要な会合や作業で、会長が認めたもの	 

	 

（交通費）	 

第 9 条	 本会会則第 23 条第 2 項に定める運営費のうち、交通費として、正会員が本会の業務により鉄

道、バス等の公共交通機関を利用する場合の費用を必要に応じて本会会計より支出する。なお、公

共交通機関以外の交通手段（マイカー等）に対する交通費は一切支給しない。	 

2.鉄道運賃は普通運賃を支給する。急行料金、特急料金、座席料金は支給しない。	 

	 

（交通費の支給対象）	 

第 10 条	 交通費の支給対象は次のとおりとする。	 

(1)会長、副会長、専門委員長および会計が、本会会則第 12 条に定める会議に出席するための交通費	 

(2)理事が理事会に出席するための交通費	 

(3)監事が監査報告を行う総会に出席するための交通費	 

(4)その他、同窓会の運営に必要な会合や作業で、四役会が認めたもの	 

	 

（交通費の支給額）	 

第 11 条	 交通費の支給額は自宅から会場までの往復の費用とし、1 日あたり 3,000 円を限度とする。な

お、交通費の支給を受ける者は、会場までの経路および交通機関について、合理的かつ安価なもの

を選択するように努めなければならない。	 

2.前項にかかわらず、自宅以外の場所から会場に向かう場合や、移動経路に定期券区間が含まれてい

る場合などで、その交通費の方が安価であれば、実際にかかった費用を対象とする。	 

3.会長、副会長、専門委員長および会計については実費で支給する。それ以外の者については 500 円

単位に切り上げた額で支給する。	 

	 

（交通費の精算手続）	 

第 12 条	 理事は理事会に出席するための交通費について、開催案内で定める期日までに会場までの経

路および金額を会長に届け出なければならない。	 

2.前項の交通費については、理事会当日に精算することとし、後日の精算は原則として行わない。	 

3.前 2 項以外の場合の交通費は、業務を終えた後、当該会計年度中に精算をしなければならない。	 
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（慶弔）	 

第 13 条	 本会会則第 25 条に定める正会員に対する慶弔は、次のとおりとする。	 

(1)入会時に記念品を贈る。	 

(2)その他、必要のある場合には四役会の決定により支出を決める。	 

	 

（改正）	 

第 14 条	 本細則は、総会の決定により改正することができる。	 

	 

	 

附則	 

（1988 年 9 月 11 日改正）	 

第 1 条	 本細則第 7 条第 1 号に定める入会金の額は、第 3 回（1989 年 3 月）卒業生より 3,000 円とし、

他の条項は 1988 年 4 月 1 日に遡及して適用する。	 

	 

（1990 年 9 月 9 日改正）	 

第 2 条	 本細則第 7 条第 1 号に定める入会金の額は、第 5 回（1991 年 3 月）卒業生より 4,000 円とし、

1990 年 9 月 9 日から施行する。	 

	 

（1993 年 9 月 5 日改正）	 

第 3 条	 本細則第 7 条第 1 号に定める入会金の額は、第 8 回（1994 年 3 月）卒業生より 5,000 円とし、

1993 年 9 月 5 日から施行する。	 

	 

（2013 年 9 月 8 日改正）	 

第 4 条	 本会会則の改正に伴い、本細則を全面改正し、2013 年 9 月 8 日から施行する。	 

	 

（2014 年 9 月 7 日改正）	 

第 5 条	 本細則第 9 条から第 12 条に定める交通費の取扱いは、2015 年 4 月 1 日から施行する。	 
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埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会細則	 改正（案）	 現行改正対比表	 

現行	 改正（案）	 備考	 

	 

埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会細則	 

	 

（会報）	 

第 1 条	 埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会（以下「本会」という。）会

則第 4条第 1 号に定める会報の取扱いは、次のとおりとする。	 

(1)発行回数は年間 1回以上とする。	 

(2)会員 1 名につき、会報 1部を送付する。	 

	 

（名簿の登録情報）	 

第 2 条	 本会会則第 4条第 2 号に定める名簿の登録情報は、次のとおりとす

る。	 

(1)登録する情報の扱いは、本会の個人情報保護規定による。なお、登録

情報は本会の活動以外には用いない。	 

(2)登録する情報は、会員の氏名（卒業時の氏名を含む）、ホームルーム、

メールアドレス、住所、電話番号、勤務先（進学先）、その他同窓会活

動に関する情報とする。	 

(3)登録情報の変更は、正会員本人の申し出による。	 

	 

（名簿の利用目的）	 

第 3 条	 本会会則第 4条第 2 号に定める名簿の利用目的は、次のとおりとす

る。	 

(1)会報の発送	 

(2)クラス会、もしくは部活動等における会合の案内	 

(3)理事会等、本会が主催する会議および会合の案内	 

(4)その他本会の目的において必要とされる場合	 

	 

（支援費用の支出）	 

第 4 条	 本会会則第 4条第 5 号に定める支援費用は、次のとおりとする。	 

(1)本校生徒の行う課外活動を支援するため、他に支援が得られる場合を

除き、必要に応じて本会会計より交通費、宿泊費、広告費、備品購入

費等を支出することができる。	 

(2)1 団体につき 1 名あたり 5,000 円または 1 回あたり 50,000 円のうち

いずれか低い額を目安とし、原則として 1団体につき年間 10 万円を限

度とする。	 

(3)四役会の決定により、支出を決める。	 

	 

（理事の選出）	 

第 5 条	 本会会則第 8条第 3 号に定める理事の選出は、原則として次のとお

	 

埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会細則（案）	 

	 

（会報）	 

第 1 条	 埼玉県立伊奈学園総合高等学校同窓会（以下「本会」という。）会

則第 4条第 1 号に定める会報の取扱いは、次のとおりとする。	 

(1)発行回数は年間 1回以上とする。	 

(2)会員 1 名につき、会報 1部を送付する。	 

	 

（名簿の登録情報）	 

第 2 条	 本会会則第 4条第 2 号に定める名簿の登録情報は、次のとおりとす

る。	 

(1)登録する情報の扱いは、本会の個人情報保護規定による。なお、登録

情報は本会の活動以外には用いない。	 

(2)登録する情報は、会員の氏名（卒業時の氏名を含む）、ホームルーム、

メールアドレス、住所、電話番号、勤務先（進学先）、その他同窓会活

動に関する情報とする。	 

(3)登録情報の変更は、正会員本人の申し出による。	 

	 

（名簿の利用目的）	 

第 3 条	 本会会則第 4条第 2 号に定める名簿の利用目的は、次のとおりとす

る。	 

(1)会報の発送	 

(2)クラス会、もしくは部活動等における会合の案内	 

(3)理事会等、本会が主催する会議および会合の案内	 

(4)その他本会の目的において必要とされる場合	 

	 

（支援費用の支出）	 

第 4 条	 本会会則第 4条第 5 号に定める支援費用は、次のとおりとする。	 

(1)本校生徒の行う課外活動を支援するため、他に支援が得られる場合を

除き、必要に応じて本会会計より交通費、宿泊費、広告費、備品購入

費等を支出することができる。	 

(2)1 団体につき 1 名あたり 5,000 円または 1 回あたり 50,000 円のうち

いずれか低い額を目安とし、原則として 1団体につき年間 10 万円を限

度とする。	 

(3)四役会の決定により、支出を決める。	 

	 

（理事の選出）	 

第 5 条	 本会会則第 8条第 3 号に定める理事の選出は、原則として次のとお
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現行	 改正（案）	 備考	 

りとする。	 

(1)卒業時の各ホームルームから代表者を若干名選出する（以下「ホーム

ルーム代表者」という。）。なお、ホームルーム代表者は本会に届出る

ことにより交代することができる。	 

(2)前号のホームルーム代表者の互選により、卒業年次ごとに理事を若干

名選出し、理事会の承認を得る。	 

(3)第 2 号にかかわらず、理事に立候補する者は理事会に報告して承認を

得ることで選出される。	 

	 

（専門委員会）	 

第 6 条	 本会会則第 10 条に定める専門委員会は、次のとおりとする。	 

(1)会報誌編集委員会	 

(2)会員名簿維持管理委員会	 

(3)ウェブサイト維持管理委員会	 

(4)その他、総会の承認を得た事業を行う委員会	 

	 

（会費）	 

第 7 条	 本会会則第 23 条第 1 項に定める正会員の会費は、入会金 5,000 円

とする。	 

	 

（会議費用）	 

第 8 条	 本会会則第 23 条第 2 項に定める運営費のうち、会議費として、次

の各号について、必要に応じて本会会計より会場費、資料代等を支出す

る。なお、やむを得ず飲食店を会場として利用する場合の費用は、出席

者 1名あたり 1,500 円を上限とする。	 

(1)本会会則第 12 条に定める会議	 

(2)正副会長の会議および会合	 

(3)本会会則第 10 条に定める専門委員会の会議および会合	 

(4)その他、同窓会の運営に必要な会合や作業で、会長が認めたもの	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

りとする。	 

(1)卒業時の各ホームルームから代表者を若干名選出する（以下「ホーム

ルーム代表者」という。）。なお、ホームルーム代表者は本会に届出る

ことにより交代することができる。	 

(2)前号のホームルーム代表者の互選により、卒業年次ごとに理事を若干

名選出し、理事会の承認を得る。	 

(3)第 2 号にかかわらず、理事に立候補する者は理事会に報告して承認を

得ることで選出される。	 

	 

（専門委員会）	 

第 6 条	 本会会則第 10 条に定める専門委員会は、次のとおりとする。	 

(1)会報誌編集委員会	 

(2)会員名簿維持管理委員会	 

(3)ウェブサイト維持管理委員会	 

(4)その他、総会の承認を得た事業を行う委員会	 

	 

（会費）	 

第 7 条	 本会会則第 23 条第 1 項に定める正会員の会費は、入会金 5,000 円

とする。	 

	 

（会議費用）	 

第 8 条	 本会会則第 23 条第 2 項に定める運営費のうち、会議費として、次

の各号について、必要に応じて本会会計より会場費、資料代等を支出す

る。	 

	 

(1)本会会則第 12 条に定める会議	 

(2)正副会長の会議および会合	 

(3)本会会則第 10 条に定める専門委員会の会議および会合	 

(4)その他、同窓会の運営に必要な会合や作業で、会長が認めたもの	 

	 

（交通費）	 

第 9 条	 本会会則第 23 条第 2 項に定める運営費のうち、交通費として、正

会員が本会の業務により鉄道、バス等の公共交通機関を利用する場合

の費用を必要に応じて本会会計より支出する。なお、公共交通機関以

外の交通手段（マイカー等）に対する交通費は一切支給しない。	 

2.鉄道運賃は普通運賃を支給する。急行料金、特急料金、座席料金は支

給しない。	 

	 

（交通費の支給対象）	 

第 10 条	 交通費の支給対象は次のとおりとする。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

・交通費支給規定の新設に伴い、飲

食店を会場として利用する場合の

費用を廃止する。	 

	 

	 

	 

	 

・交通費支給規定を新設する（以降、

第 12 条まで）。	 
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現行	 改正（案）	 備考	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

（慶弔）	 

第 9 条	 本会会則第 25 条に定める正会員に対する慶弔は、次のとおりとす

る。	 

(1)入会時に記念品を贈る。	 

(2)その他、必要のある場合には四役会の決定により支出を決める。	 

	 

（改正）	 

第 10 条	 本細則は、総会の決定により改正することができる。	 

	 

	 

	 

附則	 

（1988 年 9 月 11 日改正）	 

第 1 条	 本細則第 7条第 1 号に定める入会金の額は、第 3回（1989 年 3 月）

(1)会長、副会長、専門委員長および会計が、本会会則第 12 条に定める

会議に出席するための交通費	 

(2)理事が理事会に出席するための交通費	 

(3)監事が監査報告を行う総会に出席するための交通費	 

(4)その他、同窓会の運営に必要な会合や作業で、四役会が認めたもの	 

	 

（交通費の支給額）	 

第 11 条	 交通費の支給額は自宅から会場までの往復の費用とし、1 日あた

り 3,000 円を限度とする。なお、交通費の支給を受ける者は、会場ま

での経路および交通機関について、合理的かつ安価なものを選択する

ように努めなければならない。	 

2.前項にかかわらず、自宅以外の場所から会場に向かう場合や、移動経

路に定期券区間が含まれている場合などで、その交通費の方が安価で

あれば、実際にかかった費用を対象とする。	 

3.会長、副会長、専門委員長および会計については実費で支給する。そ

れ以外の者については 500 円単位に切り上げた額で支給する。	 

	 

（交通費の精算手続）	 

第 12 条	 理事は理事会に出席するための交通費について、開催案内で定め

る期日までに会場までの経路および金額を会長に届け出なければなら

ない。	 

2.前項の交通費については、理事会当日に精算することとし、後日の精

算は原則として行わない。	 

3.前 2 項以外の場合の交通費は、業務を終えた後、当該会計年度中に精

算をしなければならない。	 

	 

（慶弔）	 

第 13 条	 本会会則第 25 条に定める正会員に対する慶弔は、次のとおりとす

る。	 

(1)入会時に記念品を贈る。	 

(2)その他、必要のある場合には四役会の決定により支出を決める。	 

	 

（改正）	 

第 14 条	 本細則は、総会の決定により改正することができる。	 

	 

	 

	 

附則	 

（1988 年 9 月 11 日改正）	 

第 1 条	 本細則第 7条第 1 号に定める入会金の額は、第 3回（1989 年 3 月）

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

・交通費支給規定の新設に伴い、以

降の項番を繰り下げる（以下、同

様とする。）。	 
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現行	 改正（案）	 備考	 

卒業生より 3,000 円とし、他の条項は 1988 年 4 月 1 日に遡及して適用

する。	 

	 

（1990 年 9 月 9 日改正）	 

第 2 条	 本細則第 7条第 1 号に定める入会金の額は、第 5回（1991 年 3 月）

卒業生より 4,000 円とし、1990 年 9 月 9 日から施行する。	 

	 

（1993 年 9 月 5 日改正）	 

第 3 条	 本細則第 7条第 1 号に定める入会金の額は、第 8回（1994 年 3 月）

卒業生より 5,000 円とし、1993 年 9 月 5 日から施行する。	 

	 

（2013 年 9 月 8 日改正）	 

第 4 条	 本会会則の改正に伴い、本細則を全面改正し、2013 年 9 月 8 日から

施行する。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

卒業生より 3,000 円とし、他の条項は 1988 年 4 月 1 日に遡及して適用

する。	 

	 

（1990 年 9 月 9 日改正）	 

第 2 条	 本細則第 7条第 1 号に定める入会金の額は、第 5回（1991 年 3 月）

卒業生より 4,000 円とし、1990 年 9 月 9 日から施行する。	 

	 

（1993 年 9 月 5 日改正）	 

第 3 条	 本細則第 7条第 1 号に定める入会金の額は、第 8回（1994 年 3 月）

卒業生より 5,000 円とし、1993 年 9 月 5 日から施行する。	 

	 

（2013 年 9 月 8 日改正）	 

第 4 条	 本会会則の改正に伴い、本細則を全面改正し、2013 年 9 月 8 日から

施行する。	 

	 

（2014 年 9 月 7 日改正）	 

第 5 条	 本細則第 9 条から第 12 条に定める交通費の取扱いは、2015 年 4 月

1 日から施行する。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

・交通費支給規定は 2015 年 4 月 1

日から施行する。	 

	 

	 

	 

	 

 



	 
別紙 11	 会則改正検討委員会 

33 

摘要
2013/9/8
総会:羽貫

2014/2/9
四役会:武蔵浦和

2014/3/9
理事会:大宮

2014/6/8
四役会:武蔵浦和

2014/7/6
理事会:与野

①
合計支給額
（四役会の調査に基づく実際の交通費合計）

11,056 6,032 4,588 6,032 5,480

②
合計支給額
（理事会の調査に基づく500円単位の交通費合計）

10,500 10,500

③
①の平均額
（四役会出席10名の実額の平均）

1,106 603 459 603 548

④
②の平均額
（理事会出席9名の500円単位切上げ額の平均）

1,167 1,167

⑤
四役の交通費
（③×11名）

12,162 6,635 5,047 6,635 6,028

⑥
理事の交通費
（④×直近4回の平均出席人数5.3名）

6,183 6,183

⑦
交通費見積額
（⑤＋⑥）

12,162 6,635 11,230 6,635 12,211

年間予算見積（⑦の合計） 48,873

予算計上（案）  

2014 年 6 月 8 日開催の四役会で出席者に自宅最寄りの駅・バス停等から会場までの交通費の調査を行ったところ、合計支給額で 6,032 円となった。	 

同様に、2014 年 7 月 6 日開催の理事会で出席者に交通費の調査を行ったところ、500 円単位で切り上げた合計支給額が 10,500 円となった。	 

この調査を元に、総会、理事会および四役会の会場までの出席者の年間交通費を試算した（理事は理事会のみ対象）。	 

下表のとおり、見積額は年間 48,873 円となったことから一万円単位に切り上げ、50,000 円を 2015 年度予算に計上する。	 

なお、理事の平均出席人数は直近 4 回の理事会の出席人数（注）の平均 5.3 名による。	 

（注）2012 年度第 2 回理事会（2013/3/16 開催）:3 名、2013 年度第 1 回理事会（2013/7/7 開催）:7 名、2013 年度第 2 回理事会（2014/3/9 開催）:2 名、2014 年度第 1 回理事会（2014/7/6

開催）:9 名（6/28 時点で回答のあった 24 名のうち、出席見込みのもの）。なお、いずれもオブザーバー参加を除く。	 

	 

表）総会、理事会、四役会の会場までの出席者の年間交通費内訳	 
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伊奈学園同窓会創立３０周年記念事業の提案（４期・村松猛）  

	  

	 前回（２０１４年３月９日）の理事会で提案させていただき、開催の承認をいただいた内容です。 

昨年（２０１３年）１０月１２日（土）に開催された伊奈学園創立３０周年記念事業から３年後にあたる２

０１６年１０月に、３０,０００人になろうとかいうすべての卒業生を対象とした、初めての同窓会周年事業

を開催したく提案させていただきました。	 

下記、タイムスケジュールは立案時に作成したものですが、基本的にはこれに準じて進めていきたいと思い

ます。	 

 

２０１４年２月	 四役会にて開催の提案 

２０１４年３月	 理事会にて開催の提案 

２０１４年４月	 「伊奈学園同窓会創立３０周年記念事業実行準備委員会」発足 

２０１４年５月	 第１回実行準備委員会開催  

２０１４年６月	 第１回四役会にて事業内容・予算の提案、開催の審議 

２０１４年７月	 第１回理事会にて事業内容・予算の提案、開催の審議 

２０１４年９月	 通常総会にて事業開催の審議 

２０１４年１１月	 第２回実行準備委員会開催  

２０１５年２月	 第２回四役会にて事業内容・予算の審議 

２０１５年３月	 第２回理事会にて事業内容・予算の審議 

２０１５年４月	 「伊奈学園同窓会創立３０周年記念事業実行委員会」発足 

２０１５年５月	 第１回実行委員会開催  

２０１５年６月	 第１回四役会にて事業内容・予算（修正案）の審議 

２０１５年７月	 第１回理事会にて事業内容・予算（修正案）の審議 

２０１５年９月	 通常総会にて事業内容・予算の審議 

２０１５年１１月	 第２回実行委員会開催  

２０１６年２月	 第２回四役会にて事業内容・予算（修正案）の審議 

２０１６年３月	 第２回理事会にて事業内容・予算（修正案）の審議 

２０１６年５月	 第３回実行委員会開催  

２０１６年６月	 第１回四役会にて事業内容の最終確認 

２０１６年７月	 第１回理事会にて事業内容の最終確認 

２０１６年９月	 通常総会にて事業内容の最終確認 

２０１６年９月	 第４回実行委員会開催  

２０１６年１０月「伊奈学園同窓会創立３０周年記念事業」開催  

２０１６年１2 月	 第５回実行委員会開催（決算報告書作成）  

別紙 12 



 

 35 

 

「伊奈学園同窓会創立３０周年記念事業」第１回実行準備委員会を開催しました。  

 

簡単ではありますが議事録形式にて報告させていただきます。 

議 事 録 

「伊奈学園同窓会創立３０周年記念事業」  
第１回実行準備委員会  作成日 2014 年 5 月 30 日 

議 題 事業の概要・予算について 

日 時 2014 年 5 月 29 日   21 時〜23 時 作成者 村松 

場 所 限定屋 

出席者 

（敬称略） 

村松（４期）、畠山（６期）、石川（８期） 

 以上３名 

議	 事	 

●	 事業の概要について	 

	 「伊奈学園同窓会創立３０周年記念事業」は事業の総称とし、例えばソニックシティ大ホールなどを利用

して卒業生によるアトラクションからなるイベント、（仮称）「Ina	 フェス	 1st.」※の開催及び卒業生が

経営又は働いている飲食店マップやビジネス PR を掲載する記念誌的な（仮称）「Inajin 特別号」の発行。ま

たその内容はウェブサイトにもアップする。	 

	 ①（仮称）「Ina	 フェス	 1st.」※イベント名を公募し、周知を強化する。	 

	 	 	 開催予定日は２０１６年１０月、大宮ソニックシティ・大ホールなどのステージを使用したい。	 

	 	 	 アトラクション参加希望者は「Inajin」や同窓会公式ウェブサイト又は SNS を利用して募集する。	 

	 ②（仮称）「Inajin 特別号」	 

	 	 	 発行は２０１６年８月、ページを増やすか、別冊にするかは編集スタッフの方々にも相談する。	 

	 	 	 ウェブサイトについては現在見直しも検討していることから、うまく便乗させたい。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

●	 予算について	 

現時点では予算要求はしない。	 

	 必要であれば２０１５年９月開催の通常総会にて予算計画書を提示します。	 

●	 実行委員会について	 

	 ２０１５年５月に「第１回実行委員会」を開催するがそれまでに実行委員を「Inajin」や同窓会公式ウェ

ブサイト又は SNS を利用して募集し、可能であれば準備委員会にも参加していただく。	 

●	 その他の案	 

	 ２０１６年８月発行の「Inajin」１冊に１枚、イベントへの「招待チケット」（無料）を付けてはどうか。

卒業生以外の方は例えば５００円にてチケットを購入していただく。	 

	 県民活動センターの屋根のある屋外スペースにて飲食店のブースを出店してはどうか。	 

	 著名人などにも参加を要請してみてはどうか。	 
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2014年度予算計画（案）

自　2014年	 4月	 1日

至　2015年	 3月31日

（単位：円）

科目 予算額 備考

Ⅰ	 収入の部

１．会 費 ・ 入 会 金 収 入 4,000,000 入会金5,000円×28期約800名＋利息

２．会 報 誌 広 告 料 収 入 70,000 広告料10,000円×5件、5,000円×4件　

３．そ の 他 収 入 5,000 寄付金、預金利息

４．会 報 誌 継 続 購 読 料 繰 入 収 入 523,005 継続購読料繰入6,000円×89名＋振込手数料

当期収入合計（Ａ） 4,598,005

Ⅱ	 支出の部

１．運 営 費

会 議 費 100,000 会場費、会議飲み物代、案内送付費、他

庶 務 費 100,000 決算書作成費、振込手数料、残高証明書料、他

名 簿 維 持 管 理 費 0 名簿補正・維持管理、他

ウ ェ ブ サ イ ト 維 持 管 理 費 70,000 レンタルサーバ代、他

慶 弔 費 450,000 卒業時記念品、他

備 品 費 50,000 備品、他購入費

物 品 保 管 費 10,000 備品、他保管費

小 計 780,000

２．事 業 費

会 報 誌 制 作 費 740,000 会報誌1回／年・制作運営経費

会 報 誌 等 印 刷 費 654,000 会報誌1回／年・印刷費、未来へのはがき1,000部印刷費

会 報 誌 通 信 費 1,502,000 会報誌1回/年(メール便約21,000部,封入,宛名印字,発送準備)

い な じ ん 交 流 会 事 業 費 90,000 年２回　会員のための交流会を開催

Ｈ Ｃ Ｐ 事 業 費 50,000 会議費及びスタッフの参加費等

記 念 事 業 費 200,000 「先輩と夢を語ろう」講師謝礼、他

年 次 活 動 支 援 事 業 費 500,000 助成金50,000円×28期=1,350,000円×0.35、他

部 活 動 支 援 事 業 費 300,000 全国大会出場部活への支援　

会報誌 継続 購読 返金 （過 年度 分） 513,005 会報誌継続購読料返金　6,000円×89人

会 報 誌 継 続 購 読 返 金 振 込 手 数 料 10,000 会報誌継続購読料返金　振込手数料

小 計 4,559,005

３．予 備 費 2,839,295 差額を計上

当期支出合計（Ｂ） 8,178,300

当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） ▲	 3,580,295

前期繰越収支差額 4,500,295

次期繰越収支差額 920,000

別紙１３	 
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2015年度予算計画（案）

自　2015年	 4月	 1日

至　2016年	 3月31日

（単位：円）

科目 予算額 備考

Ⅰ	 収入の部

１．会 費 ・ 入 会 金 収 入 4,000,000 入会金5,000円×29期約800名＋利息

２．会 報 誌 広 告 料 収 入 70,000 広告料10,000円×5件、5,000円×4件　

３．そ の 他 収 入 5,000 寄付金、預金利息

４．会 報 誌 継 続 購 読 料 繰 入 収 入 520,000 継続購読料繰入6,000円×108名＋振込手数料

当期収入合計（Ａ） 4,595,000

Ⅱ	 支出の部

１．運 営 費

会 議 費 100,000 会場費、会議飲み物代、案内送付費等

庶 務 費 100,000 決算書作成費、振込手数料、残高証明書料、他

交 通 費 50,000 会議交通費、他

ウ ェ ブ サ イ ト 維 持 管 理 費 70,000 レンタルサーバ代、他

慶 弔 費 450,000 卒業時記念品、他

備 品 費 50,000 プリンタートナー代、コピー用紙代

物 品 保 管 費 10,000 備品、他保管費

小 計 830,000

２．事 業 費

会 報 誌 制 作 費 740,000 Inajin	 vol.37	 制作運営経費

会 報 誌 等 印 刷 費 685,000 Inajin	 vol.37、未来へのはがき1,000部印刷費

会 報 誌 通 信 費 1,600,000 Inajin	 vol.37	 メール便約22,000部、発送準備

い な じ ん 交 流 会 事 業 費 90,000 いなじん交流会×2回

Ｈ Ｃ Ｐ 事 業 費 50,000 会議費及びスタッフの参加費等

記 念 事 業 費 200,000 「先輩と夢を語ろう」講師他懇親会費

年 次 活 動 支 援 事 業 費 500,000 助成金50,000円×29期=1,450,000円×0.34、他

部 活 動 支 援 事 業 費 300,000 全国大会出場部活への支援　

会報誌 継続 購読 返金 （過 年度 分） 500,000 会報誌継続購読料返金6,000円×108名

会 報 誌 継 続 購 読 返 金 振 込 手 数 料 20,000 振込手数料（会報誌継続購読料返金）

小 計 4,685,000

３．予 備 費 0

当期支出合計（Ｂ） 5,515,000

当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） ▲	 920,000

前期繰越収支差額 920,000

次期繰越収支差額 0

別紙１４	 
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